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   「神奈川県まち・ひと・しごと創生総合戦略

2015-19年度評価報告書（案）」について 

 

(1) 趣旨・経過 

・ 県では、2015年度に策定した「神奈川県まち・ひと・しごと創生総

合戦略」（以下「県総合戦略」という。）に示した施策の進捗状況につ

いて、毎年度評価を行い、施策の成果や課題を分析して、必要な改善

や見直しを行ってきた。 

・ 昨年度は、第１期県総合戦略（計画期間：2015〜2019年度）の最終

年度に当たることから、第２期県総合戦略（計画期間：2020〜2024年

度）に第１期の進捗状況等を反映するため、第１期のうち４年間の検

証・評価を行い「2015-18年度評価報告書」を取りまとめた。 

・ 今年度は、「2015-18年度評価報告書」を基に第１期の最終年度

（2019年度）の数値目標やＫＰＩ（重要業績評価指標）の達成状況、

その後の社会環境の変化などを踏まえて５年間の評価を行い、「2015-

19年度評価報告書（案）」を取りまとめた。 
 

  

 

 

〇 県が、基本目標の実現に向けた施策の最小単位である「小柱」ご 

とに、2019年度のＫＰＩの達成状況や、ＫＰＩだけでは測りきれな 

い様々な取組みの結果を把握の上、「2015-18年度評価報告書」にお 

ける評価結果と合わせて、第１期５年間について総合的に一次評価 

を行う。 

〇 一次評価を踏まえ、神奈川県地方創生推進会議が第三者の立場か 

ら基本目標ごとに二次評価を行う。 

〇 県民に分かりやすく示すため、原則として「順調」「概ね順調」 

「やや遅れている」「遅れている」の４つの区分により評価結果を 

示すとともに、今後対応が求められる課題や改善を図るべき事項に 

ついて整理する。 
 

 

 

 

 

＜評価方法＞ 
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(2) 評価結果 

ア 基本目標ごとの二次評価（案）  

    第１期県総合戦略の基本目標ごとの進捗状況について、神奈川県地

方創生推進会議（総合戦略推進評価部会）から次のとおり評価を得た。 
 

基本目標 二次評価（案） 

〇基本目標１ 

 県内にしごとをつくり、

安心して働けるようにする 

就業の促進に係るＫＰＩが未達成となっているが、新型コ

ロナウイルス感染症の感染拡大の影響などによるものであ

り、未病産業やロボット関連産業の創出・育成などの取組み

が進んだことから、全体として「概ね順調に進んだ」と評価

する。 

〇基本目標２ 

 神奈川への新しいひとの

流れをつくる 

 

 ヘルスケア・ニューフロンティアの発信等に関するＫＰＩ

は達成している一方で、複数の数値目標が未達成となってい

るが、「三浦半島魅力最大化プロジェクト」に呼応して民間

主導による地域活性化の取組みが活発化するなど神奈川のマ

グネット力を高める環境整備が着実に進んでいることから、

「概ね順調に進んできたが、今後更なる取組みが必要」と評

価する。 

〇基本目標３ 

若い世代の結婚・出産・

子育ての希望をかなえる 

 多様な働き方ができる環境づくり等のＫＰＩは達成してい

る一方で、複数の数値目標が未達成となっているが、「かな

がわ子育て応援パスポート」などの取組みにより、社会全体

で子育てを応援する環境が整ってきていることから、「概ね

順調に進んできたが、今後更なる取組みが必要」と評価す

る。 

〇基本目標４ 

活力と魅力あふれるまち

づくりを進める 

 高齢になっても活躍できる社会づくり、個性豊かなまちづ

くりの推進などの取組みが進んでおり、ＫＰＩや数値目標の

達成状況などから「概ね順調に進んだ」と評価する。 

 

イ 主な意見 

   今後の取組みに向け、留意すべき事項についての意見は次のとおり。 

（ｱ） 基本目標全体 

    ・  新型コロナウイルス感染症の感染拡大の中で、例えば、テレワ

ークへの意識の高まりなどをポジティブに捉え、新しい生活様式

を定着していくための環境整備を進めることが重要である。 

（ｲ） 基本目標１ 

・  最先端医療関連産業の創出・育成については、「ライフイノベー

ションセンター」を核として周辺施設や様々な企業等と連携を図

り、多様な知見を集約し、ネットワークの強化を図っていく必要

がある。  
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    ・ 中小企業支援については、新型コロナウイルス感染症の感染拡

大が、その経営に多大な影響を与えていることから、これまで以

上にきめ細やかに、経営革新や円滑な事業承継に向けた支援を行

う必要がある。 

（ｳ） 基本目標２ 

    ・ 移住・定住の促進については、コロナ禍によるリモートワーク

の増加を大きなチャンスと捉え、ワーケーションなど「新しい生

活様式」を見据えた、神奈川の魅力をアピールする施策を強化し、

関係人口や定住人口の増加に結びつける取組みを進めていく必要

がある。 

    ・ 観光客の誘致促進については、コロナ禍における観光地の魅力

発信に加えて、観光地での３密回避など、観光客の安全・安心に

も配慮した取組みを進めていく必要がある。 

（ｴ） 基本目標３ 

・ 希望出生率の実現については、単独の自治体だけで成果を上げ

ることは困難であり、国・県・市町村が連携し、継続した取組み

を進める必要がある。 

・ コロナ禍における妊娠・出産を支える社会環境の整備について

は、安全・安心な分娩環境の確保に取り組んでいく必要がある。 

（ｵ） 基本目標４ 

    ・ 未病を改善する環境づくりについては、ウィズコロナやアフタ

ーコロナも踏まえ、健康に対して無関心や無行動な方々が未病改

善に取り組んでいただけるよう、今後さらなる取組みを進めてい

く必要がある。 

    ・ 活力と魅力あふれるまちづくりについては、コロナ禍で地域活 

     動が停滞する中、地域でのつながりがますます重要となっている

ことから、地域活動を支援する取組みを進める必要がある。 

   

(3) 今後の予定 

   2020年10月下旬 神奈川県地方創生推進会議で議論 

       12月下旬 「2015-19年度評価報告書」公表 
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